
































ことにある。本研究においては，ニチニチソワ (Catharanthusroseus)のカルス培養 (callusculture) 








































最後に，上記のアルカロイドの茎葉器官培養における生産性について検討したところ， vin blastine 
についてはカルス培養株をはるかに上回以親植物の 1/30から 1/10の含量が得られた O また，





すると考えられるO 以上の検討から，茎葉器官培養は， vinblastine， vindoline， catharanthineの優れ
た生産系であることが明らかとなった。
-367-
論文の審査結果の要旨
ニチニチソウはビンプラスチン (VLB)及びピンクリスチン等の抗腫蕩性アルカロイドの他，多く
の生理活性アルカロイドを含むことが知られているが，本研究においてはニチニチソウの組織音養によっ
てVLBを中心としたそれらのインドールアルカロイドの生産について研究されている O 先ず微量の抗
腫虜性物質の定量を可能にするためのHeLa細胞によるバイオアッセイ法確立し，これによってニチニ
チソウのカルス培養株に抗腫震性物質の存在することをっきとめ，さらにそのカルスよりHPLC及び
質量分析により VLBを分離，固定した。しかしカルス培養によってはVLBの安定生産が無理なこと
が明らかになったので，茎葉器官培養を行い，カルス培養によるよりはるかに高いVLBの生産を得た
さらにその茎葉器官培養に対する植物ホルモンの影響を調べ， VLB及びその生合成中間体ビンドリン，
カサランチンの高濃度安定生産条件を求めた。
以上の成果により本論文は十分博士論文に価することが認められた。
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